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論文内容の要旨
本論文は，今日の教育改革と極めて類似する教育課題を探求したイギリス新教育運動におけるニイル
(A. S. Nei1l 1883-1973)の「新教育」思想に着目し これまで看過されてきた彼の社会批判iこ新たな光
を当てることによってニイルの「自由 (freedom)J及び「自由学校 (FreeSchool) J思想、の社会的な
意味と性格を解明しひいては現在の教育哲学の課題の聞い直しと省察においてその枠組みと考慮すべ
き原理を得ることを目的にしている。その際，我が国の今目的問題を射程に入れつつ.ニイ Jレの著した歴
史記述を正確に解釈するという視座を採り.また，主流的なイギリス新教育運動の中心的人物エンソア
(B. Ensor， 1885-1974)の「新教育」思想と比較しつつ，その運動に存在する多義的な概念や二律背反
的な理念を，分析的であると同時に総合的に論究している。エンソアと比較する理由は，ニイルが新教育
運動の代表的な人物と目されていたにもかかわらず彼にはヱンソアや彼女の創設した国際的な新教育
の組織である新教育連盟 (NewEducation Fellowship， 1921)から離れて独自の「新教育J思想を形成
していった経緯があり その点についての考察によってニイル|新教育」の棋幹に位置する「自由学校」
の地半が解明され.その結果，新教育の根本問題を解明する糸口が見いだされると考えられたからである。
また，ニイルの「新教育」思想は第 l期 cr自由学校jの構想期， 1909-23年〉及び第E期 cr自由学校J
思想の具現期， 1924 -35年〉までに完成されたと判断できるが故に，本論文では第皿期(構想理論と教育
実践とのギャップに悩む葛藤期 1936-50年)までを対象としている。
論文の方法論としては文献研究が主であるが現地イギリスに渡り実際に第1次資料を徹底的に当たっ
ている。その際，公にすることが禁じられているサマーヒル・スクールの職員会議の記録なども入手して
いるe内容としては.7章14節(序章と終章を含めて)と補論から構成されている。第一章で，ニイノレ前
史に相当するイギリス新教育の成立と展開を概観し第二章で，ニイルの「新教育」思想の特質を.社会・
文化史的なコンテキストに位置づけつつ明らかにし，第三章で，その特質を象徴する「自由」理念と「自
由学校j思想の社会的な意味と性格を考察し，さらに第四章でその社会的な性格を具現化する「自治
(self-government)J概念の内実そそれを支える彼の「共同体 (community)J思想を描出している。ま
たさらに第五章では，以上の解釈に基づき，我が国におけるニイル受容の偏りの原因とその経緯を解明し，
我が国のニイノレ批判の代表的な例を採り上げて反論を試みている。
論文審査の結果の要旨
本論文の特徴は，なによりも従来のニイル研究に欠落していた社会批判者としてのニイルに焦点を絞勺
たところにある。また我が国では脅無である新教育運動のエンソワとの比較を試みた点であろう 0・そし
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て詳細にわたり第一次文献に当たりながら一方において，彼の「自由_Ir自由学校Jj自治Jr共同体」
とい勺た鍵概念のおかに他方ギルド的社会主義の立場からの彼独自の「新教育I思想、のなかに，社会
批判者としての二イルを浮き彫りにすることに成幼している。この種の論文にありがちな，信奉者的立場
か批判者的立場のいずれも片寄らずあくまでも文献による推献はこの論文の価値ある特徴となっている。
しかし，今後さらに論究することが望まれる課題としては，ニイルの鍵概念である「自由 (freedom)J 
や「自治 (s'elf-government) Jをより掘り下げることが考えられる。すなわち，自由は統制 (control)
と対になる概念であるが社会生活やシステムのなかに生きている人聞に果たして開放という意味での自
由はありえるのか。本論文の著者はニイルの自由は伺人宅義的・心理的な自由ではないとして論究してい
るが，その点のさらなる掘り下げが望まれる。『サマーヒル・スクール』の米国版の序文を書いたフロム
(Fromm. E.)は rOvertauthority JとrAnonymous authority Jとに分け，サマーヒル・スクールで
は権威者によるのではなく，すべての児意の参加する自治がみられ，それが自由に繋がるとしているが，
この点のさらなる吟味が望まれる。そして本論文の著者は rself-governmentJを「自治」と訳している
が，この原語は「自己統制Jとも訳され.その場合「自治」とはニュワンスが異なってくるが，その点の
掘り下げが期待される。さらにいえば，いままでの研究において，ニイルの思想には方法論が弱いといわ
れているが，その点の考察も今後の課題といえよう。なぜなら.方法論が明確になり過ぎると.そしてそ
れを強力に押し進めるとすればするほど，自治とは桐容れなくなるという二律背反的課題が包含されてい
るからである。
以上であるが，本論文は問題意識，そして詳細に第一次資料に当たった内符は.論文としての形式にお
いて整っており，博士(学術)の学位に値するものと認められる。
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